

























































最も低い 1915 年でおよそ 19％割、













ており、卒業者数は合わせて 1,550 名であった 15）。「更ニ学校ニ入リタルモノ」が 726 名・約 46.8％と
半数近くを占めていた。同県には、宮城県女子専門学校が設置（1926 年認可）されており、同校への
進学が一定数占めていたものと考えられる 16）。なお、「本学年度入学状況ニ関スル調」をみると同県の
補習科入学者は 101 名であった 17）。「教員トナリタルモノ」が最も少なく 23 名・約 1.5％、「其他ノ職ニ
就キタルモノ」が 234 名・約 15.1％であった。「其他ノ者」は 567 名・約 36.6％であった。「更ニ学校ニ
入リタルモノ」の比率が高く、相対的に「其他ノ者」の比率が低く、全国一であった。徳島県において
は、この年に 9校の高等女学校が設置されており、卒業者数は合わせて 832 名であった 18）。「更ニ学校












員トナリタルモノ」も同じく最少で 9名・約 1.1％、「其他ノ職ニ就キタルモノ」が 44 名・約 5.3％であった。
「其他ノ者」は 353 名・約 42.4％であった。これらの府県とは対照的な香川県においては、この年に 12
校の高等女学校が設置されており、卒業者数は合わせて1,118名であった 20）。「更ニ学校ニ入リタルモノ」
が 180 名・約 16.1％と最も低かった。女子の専門学校は設置されておらず、補習科入学者は 22 名であっ
た 21）。「教員トナリタルモノ」はやはり最少で 10 名・約 0.9％、「其他ノ職ニ就キタルモノ」が 64 名・
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習科へ進んだ者が多数であり 30）、通算して 343 名・およ
そ 50.8％を占めていた。ついで、専門学校への進学が 99
名・およそ 14.7％、師範学校や教員養成所などへ進んだ


























へ入学したと判断できたケースは、通算して 92 名中 57 名であった。進学・その他の学修をした者 675
























場合は 55 名の志願者があり、これも全員が入学した）。1938 年度の「前学年度卒業者状況ニ関スル調」、




































て 262 名のうち 33 名・およそ 12.6％であった。具体的な勤め先をみると、




























たものであり、他府県においても定員の減少がみられた 88）。岐阜県内の高等女学校は 1930 年時点で 14








































































先の【図表 7】に示した通り、裁縫等稽古や家事に従事したケースは通算で 1,087 例・44.7％と最多
を占めていたが、本稿で対象とした卒業生をみる限り、裁縫等稽古事・家事に従事した者の比率には
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和 2年 11 月 22 日、広島大学オンライン大会）にて報告した「岐阜県における高等女学校卒業生の進路
動向」を基に執筆したものである。
